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美術品修復の理論 （ Jl )  

絵
画
の
補
完

い
て こ
掘 こ
り で
下 の
げ 記
た 述
い は
方 要
悶 約

的
関 に
唾 な

" � 

歪 旨
春 Z
呆 得
面 な

し ヨ
さ v
h た
区 内
し ）｛14)

の
問
題

つ

美
術
作
品
の
欠
損
部
を
補
完
す
る
の
に
適
用
さ
れ
る
い
か
な
る
方
法
も、

オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
と
識
別
す
る
こ
と
が
で
き、

可
逆
性
が
あ
る
こ
と、

つ
ま

り
補
完
部
分
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
除
去
で
き
る
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い。

さ
ま
ざ
ま
な
補
完
の
方
法
を
分
析
す
る
前
に、

欠
損
が
呈
示
す
る
特
徴
と

問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る。

プ
ラ
ン
デ
ィ

野
宮
内出
は、

ゲ
シ
ュ

タ
ル
ト

心
理
学
の
原
理
を
欠
損
の
問
題
に
適
用
し、

欠
損
部
が
作
品
の
見
え

方
を
煩
う
の
は

「
形
象
的
織
物
の
分
断」

の
た
め
だ
け
で
な
く、
絵
画

の
イ

「
図」

メ
l

ジ
を
背
景
［
地］

に
後
退
さ
せ

欠
損
そ
の
も
の
が

と
し
て
突

出
し
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た。

し
た
が
っ
て
画
面
の
補
完
は、

欠
損
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
部
分
と
部
分
の
聞
の
形
態
と
色
彩
の
（
あ
る
い

は
色
彩
の
み
の）

つ
な
が
り
を

欠
落
箇
所
を
想
像
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
る

こ
と
な
し
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
で、

形
象
の
織
物
を
一再
構
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る。

過
去
の
修
復
家
た
ち
は
（
残
念
な
が
ら
今
日
で
も
そ
う
し
た
修
復
家
が
い

る
が）

（
担
造
す
る
こ
と
な
し
に）

補
完
す
る
こ
と
が
可
能
な
欠
損
で
あ
る

か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
を
せ
ず
に、

あ
る
い
は
識
別
可
能
性
と
可
逆
性
と
い

「
模
倣
的
補
完」

う
基
本
的
原
則
を
尊
重
す
る
こ
と
な
し
に

い
わ
ゆ
る

を

」
の
た
め
補
彩
部
分
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
と
区
別
す
る
と

と 実
が 施
で し
き て
ず（出） き

た
部
分
的

は
「

空
想
に
よ
っ
て」

再
構
成
が
な
さ
れ
て
き
た。

• 

.. 

」
の
種
の
修
復
に
対
し
て

二
十
世
紀
初
め
の
数
十
年
間
に

い
か
な
る

種
類
の

「
考
古
学
的」

な
修

「
形
態
的」

補
完
も
行
な
わ
な
い

い
わ
ゆ
る

復
が
広
ま
り、

絵
画
の
分
野
で
は、

具
体
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
欠
損
部
に
広
く

「
中
間
色」

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た。

こ
う
し
た
方
法
（
そ
の
積
極
面
は
美

術
作
品
へ
の
新
た
な
尊
重
に
あ
っ
た
が）

は、

失
わ
れ
た
部
分
を
再
構
成
す

る
の
に
十
分
な
形
態
の
手
が
か
り
が
残
る
欠
損
で
あ
っ
て
も
補
完
す
る
こ
と

を
断
念
し
た
た
め、

作
品
の
美
的
側
面
を
損
う
こ
と
に
な
り、

作
品
の
見
え

方
は
断
片
的
な
も
の
と
な
っ
た。

そ
れ
に

と
い
う
概
念
は
ま
っ

「
中
間
色」

た
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
る。

あ
ら
ゆ
る
中
間
色
は、

作
品

と
い
う
の
も、

守

( 2 ) 
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の
色
彩
に
視
覚
的
に
反
応
し
て
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
し、

さ
ら
に
修
復
家
は

そ
れ
ぞ
れ、

足
の
ゆ
く
よ
う
な
「
中
間
色」

を
施
す
か
り
で
七 そ
z担7)

と
つ

て
お
お
よ
そ
満

そ
の
能
力
と
感
性
に
応
じ
て

す
べ
て
の
欠
損
部
分
を
「
中
間
色」

で
処
置
す
る
と
い
か
に
作
品
全
体
の

見
え
方
を
損
ね
る
か
を
示
す
例
が

シ
ラ
ク
l

ザ
の
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る

ア
ン
ト

ネ
ツ
ロ
・

ダ
・

メ
ツ
シ
l

ナ
の
《
受
胎
告
知》
に
た
い
し
て
行
な
わ

れ
た
補
完
で
あ
る
（
図
1

1

こ
う
し
た
理
由
で、

当
初
は
こ
の
方
法
を
支
持
し
て
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ブ
自

身
も、

後
に
前
述
の
よ
う
な
結
論
に
達
し

彩
色面’qJ」
も

羽川JF’
A口
JV
J，、
「
補
完
可
能
な」

欠
損
（「
リ
ガ
テ
ィ
l

ノ

品
邑ロO
（
筋
目
模
様）」

で
処
置
す
べ
き）

と、

残

存
す
る
断
片
聞
の
色
彩
的
接
合
の
み
を
施
し
う
る
欠
損
と
を
区
別
し
て、

作

日間
の
必
要
性
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
が
あ
り
う
る
と
し
た。

事
実、

プ
ラ
ン
デ
ィ

は、

識
別
可
能
性、

可
逆
性、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
尊
重
と
い
う
三

申冗補の画絵た
）

れ
り

さ
よ

施
行

て
ゆ

っ
出

よ
仰pa

 

－－J
 

V
イ
機
p

r
鎗m
m 山

日一泊
陥

リ
ぼ
L

ηι
 

図

つ
の
基
本
的
な
必
要
条
件
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り

一
つ
だ
け
の
方
法
を

理
論
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し、

中
央
修
復
研
究
所
に
お
い
て
適
用
さ
れ

た
補
完
の
方
法
も
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た。

解
決
方
法
の
違
い
は
欠
損
の
種
類
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
決
ま
る。

実
際

単
に
絵
具
が
摩
滅
し
た
り
パ
テ
ィ

ナ
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
だ
け
の
欠
損
も
あ

れ
ば
（
適
切
な
修
復
用
の
樹
脂
絵
具
な
い
し
水
彩
絵
具
を
用
い
て、

ヴ
ェ
ラ

ト
ゥ
l

ラ
に
よ
り
補
完
で
き
る） 、

絵
具
層
が
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
欠

損
（
こ
の
場
合
に
は
通
常、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
塗
り
の
上
に
「
ス
ポ
ル
ケ
ツ

却

を
施
す） 、

絵
具
層、
だ
け
で
な
く
地
塗
り
層
も
失

「
リ
ガ
テ
ィ
ー

ノ」
（
図
2）

や 、

ト
名0
5
宮口O
（
汚
れ
色
ご

わ
れ
て
し
ま
っ
た
欠
損
（
石
膏
を
充
填
し、

「
プ
ン
テ
ィ
！

ノ
カ
E
E。
（
点
模
様）」 、

あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
法
で
補
完

す
る）

そ
し
て
絵
具
層
と
地
塗
り
層、

支
持
体
が
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
欠
損
が
あ
る。

「
リ
ガ
テ
ィ
l

ノ」

は
で
き
れ
ば
水
彩
絵
具
で
施
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う。

な
ぜ
な
ら、

水
彩
絵
具
を
用
い
れ
ば
除
去
す
る
の
が
容
易
で
あ
る
だ
け
で
な

く、

充
填
さ
れ
た
石
膏
地
が
透
過
作
用
に
よ
っ
て
白
色
と
し
て
利
用
さ
れ
る

た
め、

補
彩
は
欠
損
部
だ
け
に
限
定
さ
れ、

色
彩
は
よ
り
深
み
を
摘
す
か
ら

で
あ
る。

中
央
修
復
研
究
所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
原
則
と
方
法
は、

イ
タ
リ
ア
お
よ
び
外
国
に
お
い
て
最
も
普
及
し
て
い
る
も
の
だ
が、

あ
ら
ゆ

る
人
が
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。
た
と
え
ば、
パ
ル
デ
ィ
l

二
回目一色
E

は
（
可
逆
性、

識
別
可
能
性、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
尊
重
と
い
う
三

つ
の
必
要
条
件
に
は
も
ち
ろ
ん
同
意
し
な
が
ら） 、

補
完
の
限
定
的
な
実
施、

支
持
体
を
見
え
る
ま
ま
に
残
す
方
法、
「
ス
ポ
ル
ケ
ッ
ト」

の
使
用
な
ど

明

( 3 )  
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• 

（図 3 ） 「色彩的抽象J に よ っ て施 さ れた絵画の補完
(0. Casazza, 1 98 1 よ り ）

（ 図 4 ） 「色彩的抽象J に よ っ て施さ れた絵画の補
完 （U. Baldini. 1 978よ り ）

瞭
に
理
論
づ
け
ら
れ
な
い
ま
ま 、

中
央
修
復
研
究
所
で
し
ば
し
ば
実
践
さ
れ

て
い
る
方
法
に
つ
い
て、

批
判
し
て
い
る。

パ
ル
デ
ィ
l

ニ
は、

色
彩
的
に
も
形
態
的
に
も
補
完
可
能
な
欠
損
と、

像
力
を
は
た
ら
か
せ
ず
に
は）

失
わ
れ
た
図
柄
の
形
を
再
構
成
し
え
な
い
欠

損
と
い
う

二
つ
の
基
本
的
な
欠
損
の
タ
イ
プ
を
認
め
な
が
ら
「
色
彩
的
選

択
目
立RN
5
5
Q。
B
E
S」

「
色
彩
的
抽
象

E
EN
5コ白
ロ『o－
gz
g」

と

い
う
二
種
類
の
み
の
補
完
の
方
法
を
提
案
す
る。

「
色
彩
的
選
択」
（
図
3）

と
は、

補
完
し
よ
う
と
す
る
色
彩
を
分
解
し
て

選
び
出
さ
れ
た
純
色
を
用
い
て、

作
品
の
線
的
輪
郭
と
形
態
を
尊
重
し
な
が

（
平
行
の
ト
ラ
ッ
テ
ツ
ジ
ヨ

［
ハ
ッ
チ
ン

グ］

に
よ
っ
て）

色
彩
的
お
よ
び
形
態
的
に
接
合
す
る
こ
と
で
あ
る。

ト
ラ
ツ

ら、

分
断
さ
れ
た
形
象
の
織
物
を

テ
ツ
ジ
ヨ

は、

さ
ま
ざ
ま
な
色
が
互
い
に
完
全
に
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
に

施
さ
れ
る
が

眼
は

そ
れ
ら
を
混
合
色
と
し
て
も、

」
う
す
る
こ
と
で

純
色
の
状
態
と
し
て
も
知
覚
す
る。

あ
る
色
を
選
択
す
る
こ
と
は、

作
品
の

色
彩
的
特
徴
を
人
間
の
眼
に
よ
っ
て
感
知
で
き
る
よ
う
に
再
現
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
（
そ
の
た
め
補
色
に
関
す
る
知
識
も
重
要
で
あ
る） 。

色
彩
的
選
択

は
ま
た
金
箔
の
外
観
を
再
現
す
る
た
め
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
（
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
・

イ
エ
ロ
ー 、

鉛
丹 、

グ
リ
ー

ン
・
レ
l

キ
を
使
用） 。

「
色
彩
的
抽
象」

は、

欠
損
部
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
画
像
の
形

（
図
4）

態
的
接
合
が、

想
像
を
は
た
ら
か
せ
ず
に
は
為
し
え
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ

る

こ
の
場
合
に
は
し
た
が
っ
て
色
彩
的
接
合
の
み
を
行
い、

作
品
中
の
い

く
つ
か
の
色
を
利
用
し
て、

さ
ま
ざ
ま
な
色
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
接
続
す
る
よ

う
に

ま
た
隣
接
す
る
色
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
な
し
に

「
中
間
色」

創
り
出
す
よ
う
に
す
る。

ト
ラ
ツ

テ
ツ
ジ
ヨ
を
交
差
さ
せ
て
施
し、

さ
ま
ざ

4・

（ ;f目＇＂＇、

( 4 ) 

とを
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まな
色をEい
に
重ね
合わ
せること
で、
色はある
部
分で
は
融合し 、

ある
部
分で
は
個々
に
知
覚さ
れることと
なり 、
それらが見る
人の
眼

のなかで
混合するので
ある。

こ
れ
らのい
ずれの
方法も 、
水彩絵具もしく
は
樹脂絵具 、
ま
たフ

レ
スコ
画の
場
合に
は
カ
ゼ
イン
絵
具
（カゼ
イン・
アン
モニ
ウ
ムの

四O%
水溶液）
を用いて
行うこと
ができる。

補完は 、
欠損部を
絵具
層の
高さ
まで
石
膏で
充填し
た上に
施され

る
が、
こ
の
充填部分の
表
面は
滑らかにしてもよい
し 、
オリジ
ナル

の
表
面の
構造を
抽
象
的に
（そっ
く
りその
ま
まで
はなく）
似せて
処

理してもよい 。

個人
的には 、
一
般的原則
（可逆性 、
識別可
能性 、
オリジ
ナルの

尊重）
に
従い
さえ
すれ
ば、
補完方法の
選択は欠
損の
種類と
当
該作

品の
種類を場合場合で
考慮しながら
行えばよい 、
と
考えている。

さらに 、補完
の
作業においては留意すべ
き点が二つ
ある。

作品の
各部分における
介入の
均質性 。

qG

 

第一
の
面で
留意を
要する
典型
的な
場
合は
多翼祭壇
画や祭壇彫刻

作品全体の
見え方と
その
空
間的配置。

の
場合で
ある。
補完は 、
単独の
彫
像や
板
絵にとっ
て
最良の
もので

あっ
て
も 、
それが
複合的作
品の
全
体にとっ
ても
最良で
あると
はか

ぎらない 。
それゆえ 、
作品全
体に
適合すると
同時に 、
個々
の
部
分

にも
適用できる
方法を見出す必
要がある。

第二
の
面につい
ては 、
たと
え
ば、
建築的構造の一
部が欠けてい

る
多翼祭壇画の
ような
場
合に 、
留意する
必
要がある。
も
ちろん 、

解決方
法はさまざ
まで、
介入しない
こ
己から、
各パ
l
トの
聞の
空

間的関係の
みを
示唆する
（し
ばし
ば
現代の
材料を
用い
ての）
様式

的な
再構成 、
そして
補完の
基
本的条
件を
尊重しながらも 、
遠くか

ら
見ると
新しい
部
分がオリジ
ナル
部
分に
同化して
見える
全
面的な

間

再構成（残存する
形態的痕跡に
基づ
く）
まで、
さまざまで
ある。

も
う一
つ
の
例は
複数の
部
分から
なる
作品で、
その
空
間的配置が

オリジ
ナルの
配置構

成に
遡ること
が可能であれば、
当
初の
形態に
戻すべ
きで
あろ
明 。

変
更さ
れている
場合で
ある。
その
場合に
は 、

色

彩

理

論

概

要

ここ
で
は
複雑な色
彩理
論に
は
立ち入ら
ずに 、
い
くつ
かの
基
本的

は なこ 原の 則段 と
落 定の 義
最 を
警 緊
警 手り るた t�
里 E
茎 記
号 る
暴 が

雪 雲
歩、 事，

定 書
関
,i:,, 
の
ある
方

周知のよ
うに 、
人
間の
眼は
光に
よっ
て
物体の
存在と
それらの
空

間的
位
置を
知覚する
だ
けで
なく 、
色
彩の
感知を引き
起こ
す刺激を

受け
取る。
この
感知は
物
体を
照らし
出す
光に
よっ
ても 、
また
物体

自身の
表
面が
吸収し
たり
反射し
たり
する
光線の
波長に
よっ
て
も左

右さ
れる。
事実 、
ある
物体が太
陽
光線
（白色光）
で
はなく 、

の
波長を
発する
ラン
プ
（水銀
灯など）
で
照らされると、
その
物体

の
色に
は
変化が生じる。
し
かし
光
源が
白色
光を発しているのに
物

体が
赤く
見えると
し
たら、
そ
れ
はその
表面が
反射する
赤色の
波長

以外の
全ての
波長を
吸
収し 、
赤い
色彩感覚を引き
起こ
している
か

らで
ある。
全ての
波長が吸収されると、
表面は黒く見える。

一
定

( 5 ) 
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光は
電磁波の
振動から
成るエ
ネル
ギーの一
形態で
あり
（第四
章

る
方向に
伝わる。

参照） 、
波動状に
秒速三O万キロ
メートルの
速度で
光源からあらゆ

」こ
で
は
太陽光あるい
は
白
色
光につい
て
検討し

一
六七六
年に
ア
イザッ
ク・
ニュ
ートン

は、
ガラスの
プ

て
みよう 。

リズムを
利用して 、
太陽光
線がい
わゆる
「視覚スペ
クトル」
を
構

成する
さまざまな
色に
分解でさること
を
証明し
た。
これらの
色は、

以下のように 、
一
定の
電磁波の
波長に一
致する。

紫

八
。

四四O
ミリミクロ
ン

青
四四O

五00

リミクロン

緑
五五O
l

五七O
ミリミクロン

黄
五七O
｜

五九O
ミリミクロン

櫨

五九O
｜

六一
O
ミリミクロ
ン

赤
六一
O
｜

七六O
ミリミクロン

視覚スペ
ク
トルは、
し
たがっ
て 、

『
クロ
ンの
聞の
波長に
限定される。

およそ三
八
Oから七六0ミリ

と
赤外線
（入は七六
0ミリミ
クロ
ン
以

この
範
囲
外に 、
紫外線
（入
は

三
八0ミ
リミ
クロ
ン
以下）

上）
がある
が 、
肉眼では知
覚できない。

ここに
挙げ
た六つの
色は、
後述する
ように 、
基本的な

つ
まり

「色相環」

を
構成する。
色
彩光の
反
応は
顔料の
それと
は
異なること、

こと
に留意しなければならない。

絵画の
分野で
は、
物理の
分野で
有効な
法
則は
有効で
はないとい
う

物理
学の
法
則
（お
よ
び
人
間の
知
覚の
法
則）
に
よ
れ
ば
三つ
の

‘’ 

「原色」
は赤、
緑、
青である
が 、
絵画の
法則では
黄、
赤、
青である。

原色と
は、
い
かなる
混色を
行なっ
て
も
得ること
ので
き
ない
色で
あ

る
が 、
一
方こ
れ
らの
色を
混
色すれ
ば他の
すべ
ての
色が
得られる。

こ
れらの三つ
の
色には
白と
黒を
加えなけれ
ばならない
が 、
白と
黒

は
物理的
観点からは
無
彩色
（
中間色ないし
無色）
で
ある。
とい
う

の
も 、
白はあら
ゆる
（異なる
波長の）
光線の
総
和であり 、
黒は
光

が
完全に
欠知し
た状
態だからで
ある。
他方、
絵画
的
（および心理

学的）
観点から
すると、
白と
黒は
白
黒と
して
知
覚され、
それに
応

じ
た心理
的反
応を
引き
起こ
すゆえに 、
正
真正
銘の
色で
ある。
この

観点から
すれ
ば、
白は、
他のい
かなる
色と
の
混色でも
得られない

が
ゆえに
原色と
呼べ
る
で
あ
ろう 。
光線スペ
クトルの
原色と
絵画の

原色と
の
違い
を
証明する
に
は、
緑の
光の上に
赤の
光を重ねると
黄

色の
光が
得られる
のに
対し、
赤の
顔料に
緑の
顔料を
（同量）
混合

すると
灰色が
得られる
こと
を
考えれ
ば
十分で
あろう 。
さらに 、
先

に
見た六つ
の
光線を
合わせると
白と
なる
が 、
同じ
六
色の
顔料を
混

合すれ
ば
黒に
なる。
すなわち 、
前者の
場合は
加
算混合
（光に
光を

足す）
が
行なわれている
ので
あり 、
後者の
場
合には
光から
光を差

し引く
減算混合が
行なわれているのである。

光線スペ
ク
トルの三

原
色は
人
間の
眼の
生理
学的
構造と
関係し

ている。
実際 、
我々
の
色の
知覚は
網膜上に
ある
光受容細胞
ll錐

状
体と
棒状体

｜｜に
含まれる
特殊な
化学物質
（視物質）
の
変化に

基づい
ている。
錐状
体はと
り
わ
け赤、
緑、
青の
波
長に
敏感な
視物

質を
含んでいる。

さて
絵画の三
原
色
（黄、
赤、
青）

二
つの
同量の
原色

に
戻ると

.:;; 

( 6 ) 
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を
混合すると
握 、
紫、
緑と
いっ
た二
次色が
得られる。
三
原色と
こ

れら三つの二
次色は 、
白 、
黒とと
もに 、
前述の
色
相環を
構成する。

この
色相環上で
反対
側に
位置する
色（赤｜
緑、
青l
糧 、
黄｜
紫）

lま
「補色」

それらを
同量混合すると
灰色に
なる。
それ
ぞ

であり 、

れの
補色の一
対には三
原色が
含まれている。

赤
ー

緑
H

赤
｜

黄
＋
青

青
ー

檀
H

青
｜

黄
＋
赤

黄
ー

紫
H

黄
l

赤
＋
青

視覚におい
て
も
補色の
存在は重
要である。
とい
うの
も 、
ある
色

を
見ると
我々
の
眼に
は
即座に
その
補色が生じる
か
らで、
灰
色は
眼

が要求する
「均衡状態」
だからである。

ある
色を定義する
には三つの
基本的属性 、
つ
まり
彩度（純度） 、

明度（明るさて
色
相を
考躍しなけれ
ばならない。
太
陽光線の
色は

彩度と
純度がもっ
と
も
高いと
見なされ、
他の
すべ
ての
色はこ
れら

と
白もしくは
他の
色が
混合されたものである。

ある
色の
明度は
色の
性質に
（すなわちその
波長に）
固有の
もの

で
ある。
明度の
最も
高い
色は
黄で
あり
（自に
最も
近い
ためて
し
た

がっ
て
明度の
順序は 、
黄、
権 、
赤、
緑、
育 、
紫と
なる。
最も
明度

差の
大きな
補色の
組み
合わせは
黄l
紫で
あり 、
青l
撞がそれに
続

くが、
緑と
赤の
明
度は同じである。

ある
色の
色
相
（色合）
は 、
色をEい
に
識別する
基
準と
なる
性質

（それ
ぞれの
色に
固有であり 、

である。
たとえば、

λと
は
関係ない）

我々
が色を赤、
黄、
青と
定めるの
は色相に
基づいている。

原
註(24) 
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民自
由唱曲目u
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。世田
自NP
旬

、Ra－
3
1
E
56・

28
時四
戸由
2・

。5)
ド

イ
ツ
語
で
形
態
（
な
い
し
は
構
造）
を
意
味
す
る
田町田
区同
と
い
う
言
葉

は 、
実
験
的
認
識
に
基
い
て
観
念
連
合
の
概
念
［
連
合
主
義］
を
否
定
し 、
知

覚
の
内
容
は
初
め
か
ら
全
体
構
造
の
中
に
組
織
さ
れ
た
状
態
で
表
れ
る
と
す
る 、

い
わ
ゆ
る
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト

心
理
学
［

Gash哲也、8
守句お

の
中
心
的
な
概
念

を
示
す
た
め
に
イ
タ
リ
ア
語
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
理
論
の
詳
細
と 、

特
に
視
覚
分
野
へ
の
適
用
に
関
し
て
は 、

以
下
の
書
を
参
照
の
こ
と 。 官官同

( 7 ) 
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戸

〉包四回目
5・

、室内
町
、旬、nmNE沼町
ぜな
言F
玄E
go
－盟申M
［
邦
訳一
ア
ル
ン
ハ

。。）
純
色
を
原
色
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い 。
こ
の
場
合 、
「
純
色」
と
は 、
明
暗

イ
ム
『
美
術
と
知
覚』
上・
下 、
波
多
野
完
治・
関
計
夫
訳 、
美
術
出
版
社 、

の
変
化
に
よ
っ
て
色
調
が
変
わ
ら
な
い
色
を
指
す 。

一
九
六
三
年］U
P

F白書OE－－

E
S
E
を
円白

星電・
司

FEN－
き・

色
と
そ
の
知
覚
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照 。
回－
EF江田

開・
0

mHB匝巳・

1

 

80

 

2
 
（

 
実
際 、
こ
れ
ら
の
補
彩
が
変
色
し
や
す
い
絵
具
で
施
さ
れ
る
と
あ
ま
り
に
も

円uσ～。
高・

・HaE5
5
2
L－HR
8・
弘
、4四
位町～
8～。
高－
富民
自o
－回国間
［
邦
訳一

自
に
つ
き
ゃ
す
く
な
る 。
い
ず
れ
に
せ
よ 、
変
色
し
な
く
と
も 、
補
彩
は
紫
外

イ
ツ
テ
ン
『
色
彩
の
芸
術』
大
智
浩・
手
塚
文
四
郎
訳 、
美
術
出
版
社 、

線
（
ウ
ッ
ド・
ラ
ン
プ）
の
下
で
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き 、
通
常
の
光

六
四
年］山
富・
玄曲目
SF
開・
沼田
80・
同
町。～。
諸
問
～白
ぜな
窓辺偽
札え
円。～。
高－

司

自居届
－盟国白山
岡p
r
o
g闘o
q－
。宮内
注。
向
。同
喜四～～。・
宮出
80
】由
gu
開・
0・

〉
E
8・
旬

、道民営望
書Hh
kr
e

hS隔を
S
E
官、円同時
宮崎・
叶O
EO
－由
Su

o－
o
t0・

NEss
nrh
g～。
ユ区民
自o

－申吋喧
（国0
8
5h
z

sE
回
目
包
E－

の
下
で
も 、
専
門
家
の
眼
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
常
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

（幻）
と
は
い
え 、
い
か
な
る
種
類
の
絵
画
的
補
完
も
修
復
家
の
能
力
と
感
性
に
依

存
し
て
お
り 、
た
と
え
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
た
と
し
て
も
（
た
と
え
ば
「
色
彩

的
抽
象」
の
よ
う
に
て
結
果
に
は
大
き
な
違
い
が
生
じ
る 、
と
言
っ
て
お
く
必

句san
え丘
町。
守、4・
40
乱回O
H申∞一MU
Hf
U0

08昆出回・

『盟国立白
内
宮同。
弘氏

要
が
あ
ろ
う 。

円。
守、。・
宮ロ
80
－由∞品・

。的
実
際 、
地
塗
り
は
白
色
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら 、
作
品
全
体
の
見
え

(31) 
あ
る
色
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
は 、
色
彩
的
特
徴
が
人
間
の
眼
に
知
覚
さ

方
を
損
な
う
た
め 、
古
い
欠
損
部
（
ほ
と
ん
ど
常
に
存
在
す
る）
の
色
調
を
参

れ
る
よ
う
に
再
現
す
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
方
法
は 、
視
覚
の
原
理
と
色
彩
間

考
と
し
な
が
ら 、
長
年
そ
の
ま
ま
露
出
し
て
い
れ
ば
帯
び
る
は
ず
の
色
に
な
る

の
相
互
関
係
（
純
色 、
補
色
な
ど）
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
を
要
す
る 。

よ
う
に 、
水
彩
絵
具
を
用
い
て
「
汚
さ
れ
る」 。
フ
レ
ス
コ
画
で
は 、
「
ス
ポ
ル

(32) 
こ
の
場
合
に
は 、
多
翼
祭
壇
画
を
構
成
す
る
諸
パ
ネ
ル
を
中
間
色
の
背
板
の

ケ
ッ
ト」
は
新
し
い
充
填
部
分
の
上
に
も
施
さ
れ
る 。

う
え
に
配
置
す
る
だ
け
で
あ
る 。
も
ち
ろ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
配
置
を
尊
重
し
な

(29) 
「
リ
ガ
テ
ィ
l

ノ」
（
筋
目
模
様）
と
は 、
遠
く
か
ら
見
る
と
欠
損
部
分
が
消

が
ら 、
ま
た
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
を
再
構
成
し
な
が
ら 。

ぇ 、
近
く
か
ら
見
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
と
識
別
で
き
る
よ
う 、
欠
損
部
分
の

（お）

フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
の
フ
ォ
ル
テ
ツ
ツ
ァ
・

ダ
・

パ
ツ
ソ
の
修
復
研
究
所

範
囲
内
で
（
さ
ま
ざ
ま
な
色
域
を
尊
重
し
つ
つ）
多
色
の
垂
直
の
ハ
ッ
チ
ン
グ

［。
E
S
E－o
里町
5
0
5
0
E
g
g
E
金

剛gsg］
に
お
い
て
修
復

に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る 。
も
ち
ろ
ん
こ
の
種
の
補
完
は 、
残
存
す

さ
れ
た 、
ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
・

デ
ル・
ピ
オ
ン
ド
2

28昆
門主
回目
s
e
の
多

る
断
片
か
ら
再
構
成
が
推
測
し
う
る
箇
所
で
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

翼
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函
《
受
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告
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合
が
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あ
る 。
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忠
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旬
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a
ER
3

り 、
た
と
え
ば
顔
の
う
え
の
著
し
い
面
積
の
欠
損
に
は
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ

huh
S
5
P

EH88
5
巴・
司－
MEaM4u
c－
E
Z
E－
『向。ミ白
色町～
5ha袋、
P

ぅ 。
「
点
模
様」
に
よ
る
補
完
も
同
じ
規
則
に
従
う
も
の
で 、
垂
直
の
ハ
ッ
チ
ン

司・
同日・

グ
が
点
点
に
置
き
換
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る 。

（誕）
田恒

冨邑・
『
8ミ白
S～
、
a
sS
3・

2ヨgN而
54∞・
唱－
NC
に
述
べ
ら
れ
て
い

‘’ 

� 

九
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る 、
サ
ン・
ニ
ッ
コ
ロ
・

デ
ル・
チ
エ
ツ
ポ
聖
堂
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ヱ）
の
聖
ニ

コ
ラ
ウ
ス
と
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
い
る
キ
リ
ス
ト

探
刑
（
フ
ラ・
ア
ン
ジ
エ

リ
コ
作）
に
施
さ
れ
た
処
置
を
参
照 。

訳
者
後
記

本論は、
25815
－Mmg回gr
h
否両HSEE
Sh
h誌、宮同町内
ええ～町
民忠言ミ

～哲司崎町りhho
ミhpH向。『九時同同町S常陸町・
C島田町（Uo－
田gg
F同席。同町）・
－由∞由・

N・
Haooユ白色町－
a回SEE－
問者・4M’E
の
翻訳である。

『愛知
県立芸
術大学紀要』
N
0 ．
却に
掲載し
たジユ

この
翻訳は、

ゼッ
ピlナ・
ペ
ルジ
lニ
「美術品修復の
理論」
（I） の
続篇をなし

ている。
著者ジユ
ゼッ
ピ
l

ナ・
ペ
ルジlニ
は、
イタリアの
トリエ
ス
テ
大

学で
近世美術史を
専攻し
た
後（一
九七八
年卒業） 、
ウlディ
ネ州の

パツ
サ
リア
1ノ

州
立
修
復
専
門
学
校で
修
復土の
ディ
プロ
マ
を
取
得

（一
九八
O
年） 。
早くから
美術史研究と
美術品保存修復の
両分野で

活動を
展開し
た
後 、
一
九九一
年から
ウ1
ディ
ネ大学文学哲学部の

文化財学科
（u

fE528
＆
gO
EO
－吋5
E
室田町民
の三百円恒
三

で
教鞭を取る
ようになり 、
現在は同大学で
美術技法史（
go
E
骨宕

円四nE各自
宣言－各自）
担当の
助教授を務めている。

著書には、
本書及びその
初版（
営

吉弘首芯諸問
ミ『SHきさ
いSミb－

岡崎。
可hhH・
』2nn苫
』百円』fh－
C島田0・
－hv品目印）
の
他に 、
以下の二
冊がある。

』5hg～b
Enahm－ －a可向
き向き
nsb
bEGO－
Zo民包nog－
－
S∞

－
n・
』門守町内『～句史～可SFS
Hh3
n同町内む
き号、広
島、
吉弘お札。む。・
C内出口町・
MOO－

註はすべ
て
原註である。
本文中の〔
〕
は
訳者による
補填である。

以下 、
三
人の
共訳者の
プロフィ
ールを

紹介しておく 。

大竹秀実
（一
九九五
年 、
東京芸術大学美術学部芸術学科卒 、
同

大学院文化財保存学専攻修了 。

化財保存科学修了 、

フィ
レン
ツエ
大学文

一
九九八
年 、

一
九九九
l二

OOO
年 、
イタリア
政
府給費留

学生 、
二
GOO
－二

OO二
年 、
文化庁芸術家在外派遣研修員と
し

てフィ
レンツエ
国立
修復
機関で
研修 。
現在 、
東京芸術大学非常勤

講師） 。西村明子
（一
九
九八
年 、
福岡教育大学教育学部美術科卒 、

。

00
年フィ
レンツエ
の
C巳g邑S
Eegass－o
号ロ・
〉号
の二
年制

絵画保存修復コ
lスを

修了 、
二
OO一
｜二

OO三
年 、
フィレンツエ

大学文学哲学部美術
史学科聴講生 。
現在フィ
レ
ン
ツェ
国立修復機

関付属学校陶器修復コ
lスに

在籍） 。

池田奈緒
（一
九九六
年 、
女子美術大学洋画科卒 、
二
OOO
年 、

フィ
レン
ツエ
の
CE〈
SE
ESSRESZ
am－－－
〉号
の
三
年制絵画保

存修復コ
lスを

修了 、
二
OO－
－二

OO二
年 、
フィ
レ
ンツエ
国立

修復機関で
研修後 、
トレヴィ
l

ゾに共同修復工房ロッ
ソ・
ドゥ
オl

ヴォ
を開設） 。

〔森田義之〕
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